
 
『
竹
内
好
セ
レ
ク
シ
ョ
ン 

Ⅱ
ア
ジ
ア
へ
の
／
か
ら
の
ま
な
ざ
し
』
正
誤
表 

 

（
頁
） 
（
行
） 

（
誤
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
正
） 

二
二 

 

七 
 
 

一
切
や
り
ま
せ
ん
、 

 
 

一
切
や
り
ま
せ
ん
。 

二
三 

 

七 
 
 

い
い
の
だ
ろ
う 

 
 
 
 

い
い
だ
ろ
う 

二
六 

 

六 
 
 

上
海
に
着
い
て 

 
 
 
 

上
海
へ
着
い
て 

二
九 

 

八 
 
 

洗
面
用
具 

 
 
 
 
 
 

洗
面
道
具 

三
一 

 

三 
 
 

私
も
そ
の
中
で
、
「
胡 

 
 

私
も
そ
の
中
で
「
胡 

同 
 
 

一
一 

 

残
す
わ
け
に
い
か
な
い 

 

消
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
（
全
集
正
誤
表
に
よ
る
） 

同 
 
 

後
三 

 

だ
け
で
な
く
、 

 
 
 
 

だ
け
で
な
く
て
、 

三
七 

 

後
二 

 

国
が
だ
め
だ
と
い
う 

 
 

国
が
だ
め
と
い
う 

四
一 

 

後
五 

 

い
な
い
か
ら
、
中
国 

 
 

い
な
い
か
ら
。
中
国 

四
二 

 

四 
 
 

―
何
も 

 
 
 
 
 
 
 

―
ま
ず
、
何
も 

四
九 

 

二 
 
 

『
月
報
』
雑
誌
化
す
る 

 
『
月
報
』、
雑
誌
化
す
る 

五
一 

 

七 
 
 

ひ
ど
い
部
分
は 

 
 
 
 

ひ
ど
い
部
面
は 

同 
 
 

後
五 

 

某
日
、
本
日
も 

 
 
 
 

某
日
。
本
日
も 

五
四 

 

八 
 
 

青
青
と
し
て
い
る
。 

 
 

青
々
と
し
て
い
る
。 

五
六 

 

七 
 
 

比
に
あ
ら
ず
。
や
は
り 

 

比
に
あ
ら
ず
、
や
は
り 

五
八 

 

六 
 
 

で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。 

で
な
い
と
思
わ
れ
た
。 

六
〇 

 

八 
 
 

夕
食
を
食
っ
て 

 
 
 
 

夕
飯
を
食
っ
て 

七
六 

 

五 
 
 

こ
の
根
本
に 

 
 
 
 
 

そ
の
根
本
に 

七
八 

 

最
終 

 

よ
っ
て
、
無
意
味
化 

 
 

よ
っ
て
無
意
味
化 

七
九 

 

一 
 
 

よ
っ
て
生
前 

 
 
 
 
 

よ
っ
て
、
生
前 

八
二 

 

一
二 

 

魯
迅
は
た
し
か
に
、 

 
 

魯
迅
に
は
た
し
か
に 

同 
 
 

後
三 

 

宗
教
的
で
あ
っ
た
。
と 

 

宗
教
的
で
あ
っ
た
、
と 

八
八 

 

一 
 
 

（
『
墳
』
の
後
に
記
す
」
）  

（
「
『
墳
』
の
後
に
記
す
」） 

九
一 

 

六 
 
 

虚
妄
と
な
る
こ
と
は 

 
 

虚
妄
な
る
こ
と
は 

同 
 
 

一
二 

 

笑
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る 

 

笑
わ
る
べ
き
で
あ
る 

九
二 

 

最
終 

 

以
下
に
連
な
る 

 
 
 
 

以
下
に
連
る 

九
三 

 

二 
 
 

『
南
腔
北
調
書
』 

 
 
 

『
南
腔
北
調
集
』 

同 
 
 

五 
 
 

相
手
に
、
あ
ら
ゆ
る 

 
 

相
手
に
し
、
あ
ら
ゆ
る 

九
五 

 

五 
 
 

設
定
し
た 

 
 
 
 
 
 

設
定
さ
れ
た 

一
〇
三 

最
終 

 

結
論
を
設
け
て 

 
 
 
 

結
構
を
設
け
て 

一
一
一 

九 
 
 

何
故
で
あ
ろ
う
。
か 
 
 

何
故
で
あ
ろ
う
、
か 

一
一
六 

一
二 

 

覚
書
き
は 

 
 
 
 
 
 

覚
書
は 

一
三
〇 

一
二 

 

纂
奪
に
は 

 
 
 
 
 
 

簒
奪
に
は 

一
三
二 

後
二 

 

外
で
も
な
い
。
彼
は 

 
 

外
で
も
な
い
、
彼
は 

一
三
三 

最
終 

 

纂
奪
計
画 

↓ 
 
 
 
 

簒
奪
計
画 

一
三
五 

二 
 
 

揚
げ
ま
し
て 

 
 
 
 
 

掲
げ
ま
し
て 

一
三
七 

後
二 

 

影
響
で
あ
っ
て
今
日 

 
 

影
響
で
あ
っ
て
、
今
日 

一
四
一 

五 
 
 

去
年
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

去
年
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

同 
 
 

六 
 
 

講
話
と
か
、 

 
 
 
 
 

講
和
と
か
、 

一
四
四 

後
二 

 

向
け
さ
せ
て
い
る 

 
 
 

向
け
て
い
る 

一
四
六 

四 
 
 

憎
む
勘
定
が 

 
 
 
 
 

憎
む
感
情
が 

同 
 
 

一
〇 

 

深
め
ら
れ
て
い
な
い 

 
 

深
め
ら
れ
て
い
か
な
い 

一
五
一 

一 
 
 

主
観
的
に 

 
 
 
 
 
 

主
題
的
に 



一
五
二 

三 
 
 

反
共
産
主
義
者 

 
 
 
 

反
共
主
義
者 

 
同 

 
 

最
終 

 

胡
兆
民
先
生
追
悼
会 

 
 

故
兆
民
先
生
追
悼
会 

一
五
五 
後
四 

 

一
九
四
〇
年
出
版 

 
 
 

一
九
四
〇
年
の
出
版 

一
五
七 
五 

 
 

と
ら
え
て
い
る
、
風
俗 

 

と
ら
え
て
い
る
。
風
俗 

一
五
九 

五 
 
 

理
想
的
な
タ
イ
プ 

 
 
 

理
想
的
タ
イ
プ 

一
六
五 

三 
 
 

[
モ
チ]

イ
フ
が 

 
 
 
 

[

モ
チ]

イ
フ
を 

一
七
一 

後
五 

  [
国]
境
が
突
破
さ
れ
て  

 
[

国]

境
線
が
突
破
さ
れ
て 

一
七
三 

後
九 

 
[

ル
ビ]
ボ
ー
ヤ 

 
 
 
 

[

ル
ビ]

ポ
ー
ヤ 

同 
 
 

同 
 
 

癒
や
そ
う
と
し
た 

 
 
 

癒
そ
う
と
し
た 

一
八
六 

最
終 

 

命
題
ひ
と
つ
が 

 
 
 
 

命
題
の
ひ
と
つ
が 

一
八
八 

六 
 
 

眺
め
ら
れ
た
も
の
は 

 
 

眺
め
ら
れ
た
の
は 

一
九
〇 

一
〇 

 

東
洋
に
お
る
抵
抗 

 
 
 

東
洋
に
お
け
る
抵
抗 

 
 
 

 

一
九
一 

五 
 
 

敗
北
と
い
う
事
実 

 
 
 

敗
北
は
、
敗
北
と
い
う
事
実 

同 
 
 

一
一 

 

わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

 
わ
け
に
い
か
な
い
。 

一
九
四 

一 
 
 

真
実
の
概
念
で
な
い 

 
 

真
実
の
観
念
で
な
い 

二
〇
四 

後
四 

 

言
葉
を
捨
て
て
、
別
の 

 

言
葉
を
捨
て
て
別
の 

二
〇
七 

後
五 

 

先
へ
出
ろ
、
か
れ
ら
は 

 

先
へ
出
ろ
。
か
れ
ら
は 

二
〇
八 

後
二 

 

ひ
っ
く
る
め
て
日
本 

 
 

ひ
っ
く
る
め
て
の
日
本 

二
〇
九 

三
‐
五 

模
倣 

 
 
 
 
 
 
 
 

摸
倣 

二
一
〇 

一 
 
 

な
い
か
ら
、
士
官 

 
 
 

な
い
か
ら
。
士
官 

二
二
五 

九 
 
 

御
茶
の
水 

 
 
 
 
 
 

お
茶
の
水 

二
二
七 

九 
 
 

漢
字
が
復
活 

 
 
 
 
 

漢
学
が
復
活 

二
三
三 

一
一 

 

も
っ
と
も
よ
く
適
合 

 
 

も
っ
と
よ
く
適
合 

二
三
四 

最
終 

 

譲
歩
を
も
っ
て
、
つ
い
に 

譲
歩
を
も
っ
て
し
、
つ
い
に 

二
三
九 

八 
 
 

敵
の
強
大
さ
と 

 
 
 
 

敵
の
強
大
と 

二
四
三 

四 
 
 

支
払
わ
ね
ば 

 
 
 
 
 

支
払
わ
な
け
れ
ば 

二
四
四 

六 
 
 

ヒ
ュ
ウ
マ
ニ
ス
ト 

 
 
 

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト 

同 
 
 

後
五 

 

固
定
的
な
も
の
に 

 
 
 

固
定
的
な
質
的
な
も
の
に 

二
四
五 

後
二 

 

反
共
産
主
義
者 

 
 
 
 

反
共
主
義
者 

二
四
六 

九 
 
 

し
た
が
つ
て 

 
 
 
 
 

し
た
が
っ
て 

同 
 
 

後
四 

 

生
じ
た
。
と
か
れ
は 

 
 

生
じ
た
、
と
か
れ
は 

二
四
八 

後
四 

 

表
現
お
け
る 

 
 
 
 
 

表
現
に
お
け
る 

二
四
九 

四 
 
 

自
身
の
あ
る
も
の 

 
 
 

自
信
の
あ
る
も
の 

二
五
一 

五 
 
 

中
国
が
、
国
際
的 

 
 
 

中
国
が
国
際
的 

二
五
五 

十
一 

 

熟
語
に
も
見
ら
れ 

 
 
 

熟
語
に
見
ら
れ 

二
六
三 

四 
 
 

思
想
が
測
れ
る 
 
 
 
 

思
想
が
測
ら
れ
る 

同 
 
 

後
二 

 

し
か
し
な
が
ら
、
又 

 
 

し
か
し
な
が
ら
又 

二
六
六 

後
三 

 

唱
道
す
る 
 
 
 
 
 
 

唱
導
す
る 

二
六
七 

最
終 

 

重
き
を
置
く
、
い
ず
れ
に 

重
き
を
置
く
。
い
ず
れ
に 

二
六
八 

三 
 
 

日
清
戦
争
三
国
干
渉 

 
 

日
清
戦
争
後
三
国
干
渉 

同 
 
 

八 
 
 

助
け
た
い
と
い
う
史
観 

 

助
け
た
と
い
う
史
観 

二
七
二 

六 
 
 

日
露
戦
争
ま
で
の
日
本 

 

日
清
戦
争
ま
で
の
日
本 

同 
 
 

九 
 
 

自
分
に
課
す
よ
う
に 

 
 

自
分
に
課
す
る
よ
う
に 

二
七
三 

四 
 
 

荒
尾
清 

 
 
 
 
 
 
 

荒
尾
精
（
全
集
の
誤
植
） 

二
七
七 

後
二 

 

閔
氏
一
族
が 

 
 
 
 
 

閔
氏
一
派
が 

二
七
九 

四 
 
 

国
憲
論 

 
 
 
 
 
 
 

国
権
論
（
全
集
の
誤
植
） 

二
八
〇 

後
八 

 

実
績
は
、
民
選 

 
 
 
 

事
績
は
、
民
選 



二
八
一 

後
二 

 

な
る
べ
し
、
故
に
、 

 
 

な
る
べ
し
。
故
に
、 

二
八
二 

八 
 
 

わ
れ
わ
れ
国
を
取
る 

 
 

わ
れ
わ
れ
は
国
を
取
る 

同 
 
 

一
〇 

 

遡
り
て 

 
 
 
 
 
 
 

溯
り
て 

二
八
三 
九 

 
 

一
新
す
る
の
は 

 
 
 
 

一
新
す
る
は 

二
八
六 

後
一 

 

諜
り
、
同
年
、 

 
 
 
 

謀
り
、
同
年
、 

二
八
七 

三 
 
 

諜
る
一
方
、 

 
 
 
 
 

謀
る
一
方
、 

同 
 
 

後
一 

 
苦
心
の
状
態
像
に 

 
 
 

苦
心
の
状
想
像
に 

二
九
八 

後
三 

 

設
立
し
た
。 

 
 
 
 
 

創
立
し
た
。 

三
〇
〇 

後
二 

 

燃
や
し
て
し
ま
っ
た 

 
 

燃
し
て
し
ま
っ
た 

三
〇
二 

七 
 
 

三
か
月
、 

 
 
 
 
 
 

三
か

月
、 

同 
 
 

後
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
頭
一
字
詰
め
る 

三
一
一 

九 
 
 

曰
く
、
『
中
江
は 

 
 
 

 

曰
く
、
中
江
は 

三
一
二 

後
三 

 

も
の
じ
ゃ
っ
た
。
』
」 

 
  

も
の
じ
ゃ
っ
た
。
」 

三
一
三 

三 
 
 

同
じ
年
に 

 
 
 
 
 
 

お
な
じ
年
に 

三
一
九 

九 
 
 

拮
抗
を
も
っ
て 

 
 
 
 

拮
抗
も
っ
て 

同 
 
 

後
五 

 

徐
徐
と
し
て 

 
 
 
 
 

徐
々
と
し
て 

三
二
八 

十
一 

 

革
ま
る
革
命
と
い
い 

 
 

革
ま
る
を
革
命
と
い
い 

三
四
二 

九 
 
 

ど
う
い
う
因
果
で 

 
 
 

ど
う
い
う
因
縁
で 

三
四
三 

一 
 
 

き
で
ま
し
た
。 

 
 
 
 

で
き
ま
し
た
。 

三
四
八 

六 
 
 

真
理
追
究
の 

 
 
 
 
 

真
理
追
求
の 

三
五
六 

一 
 
 

そ
の
現
況
を 

 
 
 
 
 

そ
の
現
状
を 

三
六
八 

後
三 

 

人
民
の
意
志
と
は 

 
 
 

人
民
の
意
思
と
は 

三
六
九 

四 
 
 

一
九
七
二
年
十
月
号 

 
 

一
九
七
一
年
十
月
号
（
全
集
の
誤
植
） 

三
七
二 

三 
 
 

対
日
管
理
機
構 

 
 
 
 

対
日
管
理
機
関 

三
九
二 

二 
 
 

も
し
、
同
憂
の 

 
 
 
 

も
し
同
憂
の 

三
九
三 

後
三 

 

な
る
。
い
や
、 

 
 
 
 

な
る
。（
改
行
、
一
字
下
げ
の
後
）

い
や
、 

著
者
紹
介 

 
 
 

享
年
六
七
歳 

 
 
 
 
 

享
年
六
六
歳
（
満
年
齢
表
記
に
変
更
） 

   


